
本研修の役割と展望

２日目
12:45

【講義】



この時間は、強度行動障害支援者要旨研修の役割と、修了者に期待される
ことについて確認します。

講義のねらい



強度行動障害支援者養成研修
■行動障害の背景にある障害特性を理解し、「どのように支援を行うのか」
その基本的ノウハウを学ぶ第一歩の研修

障害特性 をしっかりと理解し、考えられること

構造化 を中心とした支援をチームで提供する

根拠 に基づいた支援計画の作成と、周知徹底



支援の基本的な流れ｜枠組み
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支援の実施

 日々の利用者の変化に応じた細かな支援の変更が必要

 支援の記録を取り、修正に反映する仕組みが重要になる



 障害特性を理解した支援が大切であることを学ぶ
（基礎研修修了者）

 チームで取り決めた支援方法を丁寧に実施する大切さを学ぶ （基
礎研修修了者）

 具体的な支援手順書を作成できるようになる
（実践研修修了者）

 チームで協力して支援を続けることの大切さを学ぶ
（実践研修修了者）

 利用者を大事にし、職員も孤立しない支援の実現！

研修修了者に期待されること



これまでの全国各地の研修修了者数
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７つの大きな課題｜今後の展望

 全国的な支援の底上げ
には、左図のような、様々
な課題が存在する。

 支援者が標準的な支援
を学ぶ《階層１》から、地
域におけるモデル的な施
策とネットワーク構築《階
層３》までを整理。

 福祉の領域だけではなく、
医療や教育との連携、予
防的な取り組みも必要。

図 強度行動障害者支援の７つの大きな課題の整理（階層別）

強度行動障害支援者養成研修

② 実際の支援の現場で人材養成（研修）ができる
仕組み作り

※

① 強度行動障害者支援に関する高度な専門的知識
やスキルが習得できる研修の開発

※

③ 先駆的で実績の高い事業展開を行っている組織の
分析と他組織で応用可能な条件の洗い出し

※

④ 事業所で提供している強度行動障害者支援の
サービスの質を評価する指標作り

※

⑤ 著しい行動障害ゆえに地域生活が破綻しかけている
人を対象とした、急性期支援の体制整備

※

⑥ 地域における包括的な支援体制の整備と事業所
間のネットワーク構築

※

※ ⑦ その他：精神科における入院・薬物療法との連携、
療育・教育の予防的な取り組み等

《階層Ⅰ》
支援者が標準的な
支援を学ぶ

《階層Ⅱ》
支援の質の高い
事業所の拡大

《階層Ⅲ》
地域における
モデル的な施策と
ネットワークの構築
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